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????????????? 155
て検討した．
1  ．変態温度の測定：加熱速度0.3℃/min の条件
で1000℃までの熱膨張．































₅  ．X 線回折の結果から，熱処理の効果は Ti3Al
規則格子の析出と，軟質なβ相の増大との兼ね
合いによるものと考えられた．
6  ．以上の結果から，Ti–6Al–4V 合金を₅00℃で
60分加熱することにより，インプラント材料に
適した性質を付与することができるものと考え
られた．
